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令和５年度 第２回櫛引地域振興懇談会 （会議録・要旨） 

 

○日 時：令和５年９月２０日（水） 午後２時から午後４時３０分まで 

○会 場：櫛󠄁引庁舎 第一会議室 

○出席者：敬称略 

（出席委員）釼持 孝文、遠藤 守、安野 良明、五十嵐 誠一、上野 由部、秋山 彌里、 

清和 ふみ子、本間 与一、宮城 妙 

（欠席委員）釼持 康光、奥山 和行、佐藤 正幸、馬場 合、叶野 由佳、渡会 美香 

（市側）  都市計画課長 五十嵐 泰彦、都市計画課管理主査 鈴木 崇、 

都市計画課都市計画係長 若生 真人、政策企画課政策企画専門員 帶谷 友洋、 

地域振興課地域振興専門員 斎藤 眞一、 

櫛引庁舎支所長 天然 せつ、総務企画課長 遠藤 直樹、 

市民福祉課長 佐藤 栄一、産業建設課長 佐藤 友志、 

総務企画課課長補佐(兼)地域まちづくり企画調整主査 河井 利恵子、 

市民福祉課長補佐 佐藤 千冬、産業建設課長補佐 斎藤 秀一郎、 

総務企画課未来事業推進員 阿部 綾   

 

－ 次 第 － 

１ 開  会 

２ あいさつ 

３ 説明 

（１） ５つの加速化アクションに基づく主な施策に（案）について 

４ 懇談 

（１） 鶴岡市第２次総合計画後期計画地域振興の章〔櫛引地域〕（案）と櫛引地域振興計画

（素案）について （資料１～資料３） 

（２） 櫛引地域まちづくり未来事業の取組状況について （資料４） 

（３） 鶴岡市中心市街地将来ビジョンについて （資料５～資料８－２） 

（４） その他 

５ そ の 他 

６ 閉  会 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

１ 開会 

総務企画課長 

委員の皆様方には大変ご多用の中ご出席いただきまして、誠にありがとうございます。本日

は委員１５名のうち、農繁期等の事情もありまして、少ないですが、９名のご出席をいただい

ております。 

只今から、令和５年度第２回櫛引地域振興懇談会を開会いたします。 

最初に資料の確認でございますが、事前送付させていただいた資料一式（クリップ止めの資

料１～資料３、資料４、資料５～資料８－２）と、本日持参依頼した現行の振興計画書でござ

いますが、もしお忘れの方、資料がない方がいらっしゃいましたら申し出ください。 

また、本日配布の資料として、本日の出席者名簿と席次表、第２次鶴岡市総合計画見直しの

ポイントの５つの加速化アクションＡ３判カラー刷１枚と、意見等記載用紙、を配布しており

ますのでご確認をお願いします。資料はございますでしょうか。 
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それでは次第に従いまして、進めさせていただきます。 

 

２ あいさつ 

総務企画課長 

最初に、当懇談会会長の区長会会長よりご挨拶をお願いいたします。 

 

会長 

皆さんこんにちは。お忙しいところお集まりいただきありがとうございます。第２回目の櫛

引地域振興懇談会ということで、お集りいただきました。第１回目が 7月に開催され、それから

３ヶ月ほど経っていますが、いろいろまとめてもらって、今回素案が出てきましたので、２、

３日前に資料が送付されて、皆さん読む機会があったかどうかはわかりませんが、丁寧にまと

めてもらったと思っております。今年はあと２回ほど懇談会を予定しているとのことで、 

今年は中間年だそうで、これをまた２月ごろにまとめて、鶴岡市の方に出すということになる

そうですので、皆さんの率直な意見を出してもらいたいと思います。よろしくお願いいたしま

す。以上です。 

 

総務企画課長 

ありがとうございました。次に櫛引庁舎支所長より挨拶申し上げます。 

 

支所長 

皆さん、こんにちは。本日はお忙しい中「第２回櫛引地域振興懇談会」にご出席いただき、

誠にありがとうございます。 

まずは、第１回の地域振興懇談会に出席できませんでしたこと、お詫びを申し上げます。 

申し訳ありませんでした。 

 これよりは座ったままでご挨拶させていただきますことをお許しください。 

皆様には、日頃から櫛引地域の振興発展のために、それぞれのお立場で大変ご尽力いただい

ておりますことに対しまして、心から敬意と感謝を申し上げます。 

さて、今年は全国的に記録的な猛暑となり、鶴岡市でも熱中症の疑いで病院等に搬送された

件数は１３４件で、過去１０年で最多となっております。この猛暑の影響は農作物にも及び、

稲作では玄米の中心が白濁する心白がみられ胴割れも懸念されております。また、畑でも同様

に猛暑と乾燥の影響で規格外品や葉枯れが発生している状況であります。いずれも収量に影響

が出ていることから、市では対策本部を設置し対策を講じることといたしております。 

櫛󠄁引地域の特産品であります果物については、今、梨やぶどう等が最盛期を迎え、生育につ

いては平年と比べて早く、その分忙しさも前倒しという状況ですが、やはり収量に猛暑の影響

が出ているとのことであります。但し、果樹は高温が幸いして糖度は平年よりやや高めで、産

直あぐりなどは美味しい果物で賑わっているようです。 

新型コロナウイルス感染症につきましては、感染症５類に移行したこともあって、経済活動

が活発化し、人々の行動範囲も従来並みに戻っております。一方でコロナ感染者が増加してい

るとの情報もありますので、住民のみなさんには引き続き感染リスクを気に留めるよう呼び掛

けて参りたいと思います。 

今年度、開館から２０周年を迎えた王祇会館では、記念事業として、第１４回黒川能保存伝

承研究会が１０月７日（土）に観世流能楽師 清水氏をお迎えして開催される予定です。皆さん

も是非足を運んでいただければと存じます。  
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健康増進施設と位置付けられた櫛引温泉ゆ～Ｔｏｗｎでは、昨年度の未来事業で取り組んだ

オリジナルキャラクター「ゆ～たん」で集客が図られ、利用者が増加しております。皆さんも、

猛暑で疲れた体のリフレッシュに、温泉入浴をお楽しみいただければと思います。 

前回の７月の懇談会では、現在策定作業を進めております令和元年度から１０年間を期間と

する「第２次鶴岡市総合計画」後期基本計画の地域振興の章の見直しと、その総合計画の裏打

ちとなる「櫛引地域振興計画」の見直しについて、ご意見をいただきましたが、本日は、その

見直しにかかる素案等についてご説明させていただきますので、委員の皆様からは忌憚のない

ご意見をいただければと存じます。 

結びに、櫛引地域の振興、発展のために委員の皆様が日頃感じていることや、地域活性化に

向けたご提言などを合わせてご発言いただきながら、限られた時間ではありますが有意義な懇

談会となりますようお願いを申し上げまして、挨拶とさせていただきます。 

本日は、どうぞよろしくお願いいたします。 

 

総務企画課長 

それでは３の説明に入ります。なお、ここからは、設置要綱第６条により、会長から議長を

務めていただきますので、よろしくお願いいたします。 

 

会長 

それでは（１）の５つの加速化アクションに基づく主な施策（案）について説明をお願いし

ます。 

 

（１）５つの加速化アクションに基づく主な施策に（案）について 

 

説明・政策企画課専門員 

（上記について、資料に基づきながら説明。） 

 

会長 

今初めて聞いたことなのでなかなか難しいとは思いますが、今の説明に対する質問や、ご意

見があれば出してもらいたいと思います。 

 

政策企画課専門員 

本日は全体版の計画案が無く、全体の計画のところから色々抜き出して記載させていただい

ているので、次の地域振興懇談会で、後期計画全体のものをお示しできると思いますので、ご

了承いただけたらと思います。 

 

Ａ委員 

一つだけお願いしたいことがあります。５つの加速化アクションの内容の説明がありました

が、最終的に、具体的に何をしていくのかというのが見えないと、賛同はできないので、具体

的に見えるようにしていただければ有り難いです。 

 

政策企画課専門員 

ありがとうございます。こちらの資料で、加速化アクションの主な施策、取り組み例という

ことで記載はさせていただいてますが、こちらは取り組みの１つの例でございまして、さらに
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ここに５つの加速化アクションに紐づけられる取り組みや事業を、これから精査していきたい

というふうに考えております。 

 

Ａ委員 

この主な施策、取り組み例に言葉として様々出てきていますが、例えば、資料の一番上の、

市独自の助成事業を実施のところに、特定不妊治療と書いてありますが、それはどういうふう

に独自なのかは見えないです。また、妊婦や低年齢期の家庭と記載がありますが、なぜ低年齢

期なのかの意味がわからなかったりなど、こういったところを一つずつ見ていくと、もう少し

わかりやすく説明があると有り難いと思いました。 

 

政策企画課専門員 

わかりました。その辺りを計画本体の方にはこのまま書き込むわけではございませんので、

できるだけ平易な言葉で記載し、難しい言葉につきましては、注釈をつけさせていただく予定

ですので、こちらの方で注意して進めていきたいと思います。 

 

会長 

他にありませんか。それでは、４の懇談とも関連してくると思いますので、懇談の中でまた

質問があれば出していただきたいと思いますので、よろしくお願いいたします。 

それでは、４の懇談に入りたいと思います。（１）鶴岡市第２次総合計画後期計画地域振興

の章〔櫛引地域〕（案）と櫛引地域振興計画（素案）について、資料１～資料３までの説明を

お願いします。 

 

（１） 鶴岡市第２次総合計画後期計画地域振興の章〔櫛引地域〕（案）と 

櫛引地域振興計画（素案）について ・・・別添資料１～資料３ 

 

説明・総務企画課長・総務企画課長補佐 

（上記について、総務企画課事業について資料に基づきながら説明。） 

 

説明・産業建設課長 

（上記について、産業建設課事業について資料に基づきながら説明。） 

 

説明・市民福祉課長 

（上記について、市民福祉課事業について資料に基づきながら説明。） 

 

会長 

盛りだくさんの説明がありましたが、頭の中で整理して、質問ありましたらお願いしたいと

思います。 

皮切りに私から質問させていただきますが、今の後半の部分では出てきたのですが、現行の

⑤に記載がある赤川河畔エリア（櫛引総合運動公園、桜並木）の部分が、資料１－４の案には

出ていないのですが、入れなかった理由はなにかあるのでしょうか。なぜかと言いますと、現

在の櫛引地域振興計画の表紙には桜並木の写真が使われているのに、その記載を削除したのは

何か理由があるのかなと少し気になりました。 
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産業建設課長 

資料３の櫛引地域振興計画の素案には詳しく書いているので、資料１－４は簡潔な記載にな

っています。 

 

会長 

その内容がどこかに含まれているという考え方ですか。 

 

産業建設課長 

総合計画の資料、７ページの１行目に、「それぞれが持つ地域資源の魅力度を高め」という

記載がございますが、委員からご指摘のとおり、馬渡川の桜並木など、それらの資源一つ一つ

を詳しく説明はしておりません。これに関しては、地域振興計画(案)の方に、観光周遊ルート

の形成等の関連で「櫛引赤川エリア」として項目を設けて「馬渡の桜並木」についても説明し

ているものです。 

 

会長 

区長会でもいつも問題になるのですが、桜並木の管理を馬渡にかなりお願いしてる部分が多

いので、総合計画から抜いてしまうと、馬渡では知らないということが出てくるのではないか

と思うので、計画に入れておいて欲しいという意見があると思います。 

 

産業建設課長 

総合計画についても、文章の作り方を考えてみたいと思います。ありがとうございます。 

 

会長 

それともう一つ気になったのが、現行の中に将来の地域づくりのリーダーを育成という言葉

が入っていましたが、これも抜けているようですが、何かに含まれているということで理解し

たらいいのでしょうか。地域づくりのリーダーはこれから必要になってくると思います。現在

も自治会の役員になりたがらない人が多いです。やはりリーダーを育成していくっていうのは、

これからの課題になってくるのではないかと思います。 

 

総務企画課長 

大変重要なポイントであるのは重々承知でございますが、そういった事業をしても、コロナ

の影響もあり、なかなか人が集まらないという事情もありまして、リーダーの育成という文言

を使わずに作文をしましたが、ただ、やる気がある人達の支援については、こちらとしても惜

しまずにやっていきたいと考えております。なお、ご意見を頂戴しましたので、そこの記載の

部分については少し検討させていただきます。 

 

会長 

どこかに含んでいるということであればいいです。 

 

Ｂ委員 

今おっしゃっていた若者の活躍の場づくりについてご質問なのですが、今課長がおっしゃっ

ていたのは、人材育成や学ぶ場所の提供のようなイメージでおっしゃっていると思うんですが、

実践的に活躍できる場というのが、おそらく櫛引エリアには圧倒的に少ないというか、場とし
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てはほぼ無いように感じていて、それぞれの作られた個々の場所としてはあるとは思いますが、

商店街のようなエリアが無かったり、中心市街地みたいなものがだんだん分散していってるよ

うな状況だと思うので、その辺りの場づくりをランドスケープ的にもあると思いますが、ハー

ド面も含めてになると思うんですが、戦略的にどうしていくか、計画していったほうがいいん

ではないかなというふうに思いました。学ぶ場所はあってとても良いと思いますが、若者が活

躍して、そこで仕事をして、経済的にも活動できるということが、結果的に地域が経済的にも

強くなっていくんではないかなと思いました。 

 

総務企画課長 

ありがとうございます。リーダー育成については、生涯学習センターでもそういった講座は

行っておりまして、そういった部分の記載を少し工夫したいと思います。また、櫛引の中で実

践というのは確かに難しい面もあります。ただ、鶴岡の中心市街地では、そういった街づくり

のリーダーを育成するような、色々なイベントは行ってますので、櫛引にエリアを絞って、そ

ういったものをやるという必要もあるかもしれませんが、まずそういった市全体で行っている

ものに参加するのも一つの手かなと思います。なお、ご意見として検討させていただきます。 

 

Ａ委員 

今のお話ですが、確かに難しいということはわかります。鶴岡の旧市内であれば人が集まり

やすいのは当然わかります。だから日本はみんな中央集権国家みたいなもので、在がみんな駄

目になっていきますよね。在を生かすためには何をしなきゃならないかというところで、難し

いからなかなかできないというような考え方だったら、在はみんな滅びていくのではないでし

ょうか。日本そのものだってそうじゃないですか。だからそこを何とかしなきゃならないから

ということで、切磋琢磨しているのだと思います。 

現在、王祇会館にも台湾からのインバウンドのお客様が、随分来館されるようになりました。

来週はアメリカからのお客様がいらっしゃいます。そういったインバウンドのお客様に向けた

ツアーを組んでくださる観光業者がいるわけですが、その方々と詰めて話をして、どういうふ

うにやったらもっと来てくれるかなど、それを合わせることも絶対必要なってくるわけです。

それが一つで今、インバウンドには広めていくようにしています。台湾は来年度あたりから、

１ヶ月に一つのグループを連れてきたいと言われています。１ヶ月でどのくらい受け入れられ

るかというと、体験をしてもらわないといけないので、１０人程度であれば許容できるとお話

しています。そういうふうにして、こちら側で何をどう仕組むかということをやっていかない

となかなかできないのかなと思います。我々は実践で動いてるので、結局そうなっていくのだ

ろうと思いますが、私が聞きたいのは、こちらの資料にも色々出てきていますが、様々な活動、

事業をやろうとする中に、推進という言葉と支援という言葉が出てきますよね。行政として、

推進と支援とはどういうふうに捉えているのでしょうか。 

 

総務企画課長 

なかなか難しいご質問ですが、推進というのは、基本的のこちらも一緒に進めていくという

考え方です。 

 

Ａ委員 

推進というのは、一緒にやるということだけではなく、行政が積極的に行うことだと思いま

す。反対に支援というのは、こちら側で、こんなことをしたいのですが助けてくれませんか、
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というのが支援だと思います。そうすると、こういうところには支援しますという時に、実際

に動いてる人たちが何を欲しているのか、こういうことをして欲しいんだというのを、行政さ

んに要求しなければ、そこで行政さんが動けないじゃないすか。行政で支援しますと言っても、

何を支援するのか。その具体性が見えないと、結局やりたくてもやれない人も出てくるのかな

と思います。例えば、現在黒川で活動しているグループがありますが、今少し拡大化しようと

しています。こしゃってマルシェさんの方にも、話が後でいくのかもしれませんが、１１月２

３～２５日あたりで、ＪＲのツアーが入ってくるような仕組みを作っています。それを動かす

ための実行委員的なグループが、くろかわ農人という名前で活動していますが、今もう少し形

を変えようとしています。そういった、櫛引地域の小団体や個人で動けるものを持っている人

をもっと捕まえて、計画立てをしてもらいたいと思っています。もう少し具体的に見ていただ

けると有り難いと思います。 

また、私が今危惧してるのは小学校です。この計画は来年度からの５年計画ですが、この５

年でおそらく東小学校は、生徒数がぐんと減り、いわゆる複式学級が始まるのではないかと思

います。来年度入学する一年生も相当減っています。以前、鶴岡市の教育委員会から聞いたお

話では、複式学級が２年間続くと統合になるということでした。今でもそうなのであれば、東

小学校はおそらく１０年以内には無くなると思います。その中で、例えば幼児教育をどう進め

ていくのか。学校教育そのものが、おそらくここ１０年内に櫛引地域も相当変わっていくと思

います。南小学校は、まだ子供たちの減り方がそんなに大きくはないですが、ここ１０年以内

の後半になるとぐんと減ると思います。そうすると、西小学校に全部吸収されるのではないか

と思います。そういったところを長期的に見てどう考えているのか、それに対する幼児教育や、

具体的にどうしていくのか。役所としての動きも、櫛引庁舎だけではなく、例えば朝日や羽黒

と連携して、そういった広域的なものでの特色づくりもあっていいのではないかと思います。 

そういう意味で、大変申し訳ないですが、難しいや不可能というような言葉は私たちは聞き

たくないです。できないのであればできないって言っていただいた方が有り難いですし、それ

でもやはり何かやりましょうという前向きさが私は欲しいなと思いました。 

 

支所長 

学校再編については、全市的に教育委員会で行っておりますので、私共では動けないという

面があります。 

 

Ａ委員 

ただ、同じ行政さんなので、どうなっているかを探ることはできるのではないでしょうか。 

知識として、もしくは情報として持っておくことは必要なのではないかと思います。以上です。 

 

支所長 

今、小中一貫校の話題が出ている藤島では、渡前地区で、一年生が２人だけという実態も発

生しているようですので、その辺は興味を持っていきたいと思っています。 

あと若者の部分につきましては、くろかわ農人さんの活動も紹介されましたが、そういうグ

ループも発生しておりまして、お互いに刺激を与えるという形で、交流の場も有効ではないで

しょうか。こしゃってマルシェさんもそういうグループの一つだと思いますが、例えばこしゃ

ってマルシェさんとくろかわ農人さんなど、そういうグループ同士での交流や、商工会でも若

い人が活躍しているのかなと思いますので、そういう方々の交流の場を持つことでも効果は得

られるのではないでしょうか。 
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Ｂ委員 

関連するかどうかわからないのですが、交流会もあったらいいなとは思うんですけれども、

今全体的に、おそらく農工商×観光連携みたいなことで、この観光関係やフルーツの里ブラン

ド化、あと黒川能関係など、そのあたりを含めた考え方でやられているのかなと思うのですが、

同じようなグループ同士を合わせるというのもいいとは思うんですけれども、例えば農業と観

光だとか、工業系、商業系など、若者だけではなく、そういう他業種間で交流できる場もあっ

たらいいのかなと個人的には思いました。そうすると、行政がリードしていく部分もあるかも

しれないですが、活躍されてる方同士でのコラボだとか、そういった動きも出てくると、もう

少し活発になっていくのではないかと思います。ただ磨いていっても、おそらく誰にどうＰＲ

していくかっていうのがないと難しいと思います。Ａ委員がおっしゃってたように、実際に台

湾からのお客さんが来るという状況がある中で、ただ磨いてるだけでは非常にもったいない感

じがします。ここで連携できるものがあれば、どんどん連携していきたいです。 

 

支所長 

イメージ的には情報交換の場、互いに刺激し合う場、そういうイメージです。 

 

Ａ委員 

観光協会でそこを何とかこじ開けようとしているわけですよね。 

 

Ｃ委員 

色々な努力というか情報集め等は、結構皆さん方から話は伺ってるのですが、現実問題とし

ては、それを繋げるというのは大変至難のわざです。櫛引地域にいいものがたくさんあると言

いながら、それは一つの点ですべて終わっていると思います。それぞれの各１回１回のイベン

トでバラバラで終わってしまってるというのが現状だと思っていまして、できるだけ面的にな

にかできないかということで、櫛引だけじゃなく、現在は朝日とも交流しながら、その一つの

ラインとして捉えられないかという努力はしているのですが、先日の話し合いの中では、共通

した項目としては、やはり六十里越街道だろうということになりました。ところが実際問題、

六十里越街道の櫛引エリアのところは、大変条件が悪くなっています。。その辺もどういうよ

うな形でやってもらえるのか、行政側が支援しますと言ったとしても、具体的にやるのは地元

の人たちで、それも年に１回の草刈りで終わってしまう。その時期はいつってなった時に、シ

ーズンオフに変えるという、ちぐはぐなやり方になってしまう。同じ支援をするのであれば、

観光できる間に１回だけではなく、市の力も出して欲しいです。地元の方でも当然協力します

というある程度頑張る人たちもまだいますので、そういうことをそこから繋げていかないと、

何も出てこないというのが、大変遅れてる現状だと思います。だから、一つ一つ頑張ってると

ころをいかに結んでいくかという努力を、やはりそれは皆さんでやってくださいっていうのか、

いや行政としても是非こういうふうにやるんだったら支援しますよ、こんなことやったら面白

いことができますよ、というような、形ができるのかどうか。あくまでも、皆さん方でやるの

が建前ですよと言って放り出されてしまうのかっていうところが、なかなか現場としては力を

出しにくいところだと思います。 

黒川地区さんも大変頑張っていますが、子供の問題があり、学校の問題でも、個人的な話で

大変申し訳ないのですが、今年の夏休み中、学校のプールは１回も開いてないですよね。これ

だけ猛暑続きの夏休み中、学校のプールは開いてないと思います。 
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総務企画課長 

全市的な申し合わせで、開かないことにしたという記憶を持っていましたが、正確なところ

は不明です。 

 

Ｃ委員 

全市ではないと思います。部分的にと私は聞いています。それはすごい残念なことだと思い

ます。なぜかというと、地域で人的に協力する人がいない、金銭的に厳しいというのであれば、

地域の方々に、子供たちを午前中１時間２時間くらいプールで遊ばせたいんだよね、というと

きに、地域の人たちの協力を得るとか、そういう努力は必要なのではないかと思います。それ

を行政が、私たちから頼むわけにはいかないとか、そういう問題ではなく、子育てするのに地

域も巻き込んでやりましょうと言いながら、地域に協力を願わないというのは違うのではない

かという気がします。行政と地域は別物みたいな雰囲気が作り上げられてるようなところが大

変気になってるところです。やはり一体となって、どういうふうにやったら子供たちの良い育

て方、良い環境を作れるかというようなところを、お互いにやらなければいけないと思ういま

す。地域だけや行政だけに任せるのではなく、なぜ一体になれないのか。お互いどういうよう

な力を出せるのかというところを話し合いしていかなければいけないのではないかと考えてい

ます。同じようにこの地域づくりも、私は以前にお金を持ってきてくれという言い方をしまし

た。ものすごく端的な言い方をしましたけれども、先ほどＡ委員が言ったことは同じことだと

思っているんです。地方周辺の必要なところにお金を使ってくれないんですよ。そこが最大の

問題だと思っています。だから、やはり我々が必要なところにお金出してほしい、支援してほ

しい、というのが、私たちの声なのではないかと思います。中心市街地は黙ってても人が集ま

るので良くなりますよ。周辺地域からみんな旧市内に行くんですよ。それでも鶴岡市の人口は

減っていますが。周辺地域は減りっ放しで、このままだったら合併前の半分くらいになり大変

なことになるのではないか、この地域が維持できなくなるのではないかなっていうのは脅威で

す。あまり関係ないような話ばかりになりましたけども、そう思ってるのが現実です。 

 

総務企画課長 

学校の地域の関係は、現在コミュニティスクールや地域共同活動などが始まってきています

ので、その辺はこれから良い方向に向かうのではないかとは思っています。学校のプールの開

放については学校教育課に伝えたいと思います。 

 

Ａ委員 

その前の話ですが、私は現在、東小学校の会の会長をしておりますが、学校側が以前もこう

いう組織は作られていたんですよ。いわゆる、学校を支援する地域の組織です。それは私も朝

日中の時から経験していますが、今現在やられている内容が、学校が楽しようとしているよう

な形の仕組み方をしてるんですよね。それを校長にもお話ししましたが、その中で何のための

支援をする協議会なのか、組織なのか。子供たちを育てるための会のはずですよね。子供がい

なければ学校は要らないです。そこが一致していないように思います。だから、それと同じよ

うにして、先ほど言ったように、推進と支援ってどう違いますかという話と同じことで、ブラ

ンド化支援とありますが、ブランド化とはどういうとこをブランド化というふうにイメージし

ているのでしょうか。そのブランド化というものが、地域のフルーツを作っている方々はどう

いうふうに捉えているのでしょうか。そこの一致性がないと、もしくは、それでそこで戦って
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いかないと、このブランド化面白いよね、じゃあやりましょうという力になっていかないと思

います。だから、先ほど宮城さんもおっしゃっていましたが、そういうことが話し合える場や、

それはフルーツに関してだけではなく、総合的にいろんな方々と接触し合うところから、いろ

んな面が出てくると思います。そういう組織を作るのは本当に難しいんですよね。自分も経験

してますが、繋げるのも非常に難しい。その難しいところで組織を作るために、まずここでお

願いしたいのは、やはり行政さんがその組織づくりとか、話し合う機会とか、そういったもの

の場を設定してくれると、地域の人たちは動き始めると思います。 

手前みそで申し訳ないですが、鶴岡市、いわゆる田川地区から始まったんですが、今現在の

鶴岡市の民俗芸能は、２０数年前に一番最初に調べてもらった時は４００団体ぐらいありまし

たが、今現在また調べてもらって、現在実際に活動している団体は２００団体ぐらいまで落ち

てきています。今、社会教育課さんにお願いしながら、何とかその民俗芸能を維持、継承、活

性化させるために何かしらの力を持ちたいということで、民俗芸能のそういう組織づくりもし

ております。ただし、全部を入れるということは不可能なので、参加したい団体さんをまず中

心にしながらやっていこうとしています。今のころ実現しているのは、交流会でその民族芸能

の悩みや、今何を必要としているのかとか、色々なことをお話しています。それと同時に、必

ずやって欲しいかったのは、やはり発表する場がないと駄目なんですよね。なので、発表会と

いう形で年に一度開かせてもらってますけども、最初に開いた時は出演料はありませんでした。

出演料ゼロで、いわゆる民俗芸能なので、衣装や道具など様々あるわけですよね。それを使っ

てそれでもやりましょうという団体がやはり何団体かあります。今現在は、少しお金をいただ

きながらやれるところまできているのですが、組織化はこれからまだまだ時間はかかると思い

ます。そこでもやはり入らないところ、積極的なところなど、いろいろあります。でも、やっ

ていこうとする力で、組織づくりをして高めていこうという動きを作ることは、とても重要な

ことだと私は思っています。先ほど獅子舞と天狗舞がありましたよね。獅子舞に天狗舞がきっ

ちりくっついてるのは、櫛引地域の神社しかないんです。他のところを調べても、この二つが

いわゆるペアになっているところはほとんどないんです。とても特徴的なんです。こういった

ところも知識として、または皆さんがそういったことを知りながら、天狗舞と獅子舞を大事に

するためにどうしていかないといけないのか。だからその調査は本当にありがたいと思うので、

具体的に行っていただきたいのですが、これももう１０年か２０年前ぐらいですが、松根でも

天狗舞があったのですが、いわゆる、槍を担ぐ人が必要なのですが、その担ぐ人がいなくなっ

てしまったんですよ。しょうがないということで女の子に担がせたことがあるようです。そう

したらやはり地域のご年配からは不満の声が若干あったらしいですが、その後は解消されてや

ってきましたが、今天狗舞を松根でまた復活させたようなこと言われていました。なので、で

きるだけそういったものの調査を早くしないと、あって欲しいものがなくなってしまいます。

ですから、ここに書いてある、やろうとしてることは何も間違っていないと思います。だから、

そのやろうとしてることの中で、推進や支援というのは、本当はもっと具体的に、こういった

ところで支援しますよっていうのが見えると有り難いです。ただ、提出する文章としては、そ

こまで細かくは入らないと思うんです。それはわかります。だから、その具体的なところで、

地域民に対するＰＲとそれと同時に、色んなことが話し合えるとか、例えば資本金や支援金、

補助金など、こういったものにこういうものが使えますよというようなものを、積極的に教え

ていただきたいと思います。これは民俗芸能は特にそうですが、ものを修理したり修復したり

するときは、もの凄くお金がかかります。やはりそういう補助金を使っていかないいけない。

そういう文化的なものだけじゃなく、産業的なものでも色々なものがあると思います。だから、

それを知っている人が多くなることが必要かと思います。そのためにも、支援すること、それ
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から推進することの具体的な部分が見えないといけないのではないかと思います。 

 

総務企画課長 

わかりました。Ａ委員からあった通り、なかなかこの計画に細かいところまで載せきれない

ので、情報提供や相談などを具体的に実施することで、頑張っていきたいと思います。 

 

Ｄ委員 

先ほどＡ委員がおっしゃっていましたが、これから小学校の合併もあるのではないかと考え

ています。各小学校、中学校に、５０年、６０年ほどの間、制服を今までずっと納めてきたの

で、いつでも人数が何人になったというのがわかります。今後、おそらく東小学校が一番減っ

ていくのではないかと思っています。西学区では住宅も増えていますが、これからの将来の課

題だと思っております。 

もう一つは、ＫＣＴですが、櫛引と朝日での占拠率がどのぐらいなのかお伺いしたいです。

ＫＣＴを付けている家庭がどのぐらいあるのかというのはわかりますか。 

 

総務企画課長 

加入率で言うと、櫛引は約８０％、朝日が９０％です。朝日はどうしても難視聴地域といい

ますか、ケーブルテレビに入らないとテレビが見れないという人が多いので、高めになってい

ます。 

 

Ｄ委員 

その入っていない家庭には、入ってもらうような働きかけはしていますか。 

 

総務企画課長 

転入してきた時はＰＲしておりますが、すでに住んでる人には積極的な勧誘はしていないで

す。 

 

Ｄ委員 

やはりこれも各家庭の通信料で運営していると思うので、その辺も努力は必要ではないかと

思います。 

それからもう一つですが、櫛引にはスキー場があるわけですが、朝日の場合は学校そのもの

がスキーに力を入れておりますが、全然スキー選手が育っておらず、試合に出たということも

無いので、この辺も私は、スキー場があるところにしては、ちょっと変だなというふうに思っ

ております。以上です。 

 

会長 

産業建設課で何かありますか。 

 

産業建設課長 

スキー教室については、櫛引地域の３小学校でシーズン１、２回ほど実施しており、全くや

っていないわけではございません。昔よりも減っているかもしれませんが、現在も櫛引地域の

小学校でスキー教室は行っております。 
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会長 

それでは時間が迫っていますので、とりあえず（１）は終わらせていただきます。 

次に、（２）櫛引地域まちづくり未来事業の取組状況についての説明をお願いします。まだ

（１）の質問も受けておりますので、まず（２）の説明を聞いて、またお願いします。 

 

（２） 櫛引地域まちづくり未来事業の取組状況について ・・・別添資料４ 

 

説明・総務企画課長 

（上記について、総務企画課事業について資料に基づきながら説明。） 

 

説明・産業建設課長 

（上記について、産業建設課事業について資料に基づきながら説明。） 

 

説明・市民福祉課長 

（上記について、市民福祉課事業について資料に基づきながら説明。） 

 

会長 

以上で説明は終わりました。今の説明に何か質問がありましたらどうぞ。 

 

産業建設課長 

資料に一カ所訂正があります。資料４の１ページ目の一番下に、綴れ織り文化保存事業の記

載がありますが、事業期間が令和５年までとなっていますが、こちらは昨年度で終わっていま

すので、令和元年から令和４年までに訂正をお願いいたします。 

 

Ａ委員 

一ついいでしょうか。山添高校の件ですが、鶴岡にもう一つある廃校の温海高校は、随分前

に廃校になっていますが、そのままになっていますよね。温海地域での活用を模索したりはし

たけれども、結局駄目だったんですよね。ですから、山添高校はそうならないようにしていた

だきたいです。駄目であれば早めに壊してもらったほうがいいと思います。是非県の方でも考

えていただきたいです。壊すだけでも相当費用がかかりますよね。更地にしてしまえば、次の

何かを考えられるのではないかと思います。 

 

総務企画課長 

そこは粘り強く、県に訴えていきたいと思います。温海高校だと場所的に厳しいという面が

ありますが、山添高校周辺は、市内から見れば郊外地ですが、櫛引の中では 1等地だという説明

をしまして、県からもご理解はいただいております。 

 

Ａ委員 

私は非常勤で５年間、山添高校に通わせてもらっていましたが、校舎の中が相当傷んできて

いて、そのままではやはり使えないと感じました。 

 

会長 

それでは最後の議題になりますが、（３）鶴岡市中心市街地将来ビジョンについての説明を
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お願いします。 

 

（３） 鶴岡市中心市街地将来ビジョンについて ・・・別添資料５～資料８－２ 

 

説明・都市計画課長・都市計画課管理主査 

（上記について、資料に基づきながら説明。） 

 

会長 

この課題については、皆さん初めて聞いたような課題だと思いますが、何か質問はあります

でしょうか。 

 

Ｂ委員 

４ページのビジョンの検討体制のところで、ビジョン中間案の展示っていうのが、１２月ご

ろまでに公表してもらえるようなタイミングになるかと思うんですが、その時に、絵やビジュ

アルみたいなものは、作る予定があるのでしょうか。あと１点、骨子案のイメージ図、たたき

台のところで、写真を配置していただいて、非常にイメージしやすくなっているかと思います

が、街のスケールが合っていないと思うので、できればたたき台としても、人口だとか、どの

あたりの都市部なのかというのも含めて、もう少しイメージしやすい写真を選定していただけ

ると、よりわかりやすいかなと思いました。質問は、絵があるかどうかというところです。 

 

都市計画課長 

ビジョンの中間案の展示は、一定の場所に広げてお見せするということもあると思いますし、

ホームページ上等でお知らせするというのもあると思いますが、いずれにしても、イメージで

きるようなものはあった方がいいだろうと考えております。それからこのイメージ図ですが、

街の規模が合っていないのではないかというご指摘ございまして、その通りだと思います。こ

れはあくまでもイメージで、これが全部鶴岡で実現できるわけではありませんが、日本全国に

はいろいろすばらしい取り組みをしているところがあるということは確かな事実であって、鶴

岡市は鶴岡市なりのやり方で、鶴岡市にあった取り組みをしなければならないと思います。 

 

会長 

全体を通してでも結構ですので、何か意見や質問はありませんか。 

 

Ｃ委員 

致道館高校になりますよね。当初から、鶴岡南高校を高校の校舎に、鶴岡北高校を中学校の

校舎に使用するという案が出ていましたが、例えば、郊外の広い敷地にまた新しく校舎を建設

するという発想は全然出てこなかったのでしょうか。県レベルの話だというふうに言いながら、

当然鶴岡市のことですので、市で全然何もなかったというのは、私個人的には疑問に思うとこ

ろです。特にこの中心市街地の将来ビジョンに関係している部分で、大変重要な位置にあると

思います。 

 

都市計画課長 

致道館中学、高校がなぜ既存の校舎を利用して、ああいう形になったのかということについ

て、明確な経緯を私は承知していないのでお答えはできないのですが、ただ、子供の人口は着
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実に減ってしまっている。その状況の中で、新しい学校の校舎を建てるとすると、今の鶴岡北

高校、南高校の校舎はどうなってしまうのか。既存のまだ使える校舎をできるだけ有効活用し

てやりたいということではないかと思います。 

 

Ｃ委員 

県の職員みたいな言葉が返ってきましたが、個人的にはただ、庄内にあまりお金を使いたく

なかったというのが県の本音ではないかと勝手にそう思っている一人です。 

 

Ａ委員 

中心市街地のビジョンを考えることは非常に重要なことだと思いますが、例えば、イベント

広場のリノベーションが例で出ていますよね。先ほどの、新しい学校を既存の場所ではなく、

もっと外側の広いところに持っていけなかったのかというのと同じような発想ではあるんです

が、こういった箱物的なものをすべて中心市街地の中で設備に投資していくことがプラスなの

でしょうか。例えば荘銀タクトは今どうなっていますでしょうか。まず一番にそこで困るのが

駐車場ですよね。中心街に歩いて行けるのは、その近くの人たちだけですよね。この資料の赤

線で囲っているところの人口数と、外側の人口数はどちらが多いんでしょうか。だから、例え

ば、こういったような中心を活性化させるということは、外側の人達を呼ぶってことですよね。

外側の人達が行きたいと思わないと駄目なわけですよね。だから、朝日と櫛引が入っているの

だと思うのですが。だから、呼び込むための施設に今一番問題になるのは駐車場です。また、

これは例に出して申し訳ないですが、南陽市の文化会館は、本当に箱物です。単なる箱で建っ

てますが、中は非常に使い勝手が良いです。荘銀タクトは全くその逆です。見た目はいろんな

形になっているけれども、中に入ると非常に使い勝手が悪い。使い勝手が悪いと思うのは、ど

ちらかというと役者側なんですよ。我々は古典芸能ですけども、実際に今ミュージシャンなど

に知り合いがいるので話を聞いてみると、あそこには行きたくないと言っていました。なぜか

と聞くと、あんな楽屋には入りたくないと言っていました。なぜかわかりますか。みんなガラ

ス張りですよね。私も調べてみましたが、ガラス張りの楽屋は全国でどこにも無いです。なの

で、例えばこういった建物をセッティングする人ときも、活用する人たちのことをしっかり考

えて進めてもらいたいです。やはり在は在で、ひねくれた根性を持つ私のような人がいっぱい

いると思うんです。市内にばかり建てて、あとこっちには何も持ってこないですよね、という

ように思う人もいると思います。私が朝日に行った時にすごく感じたのは、合併した時に、朝

日の月山ダムで儲かったお金を全て持っていかれてしまうと、ある議員が言っていました。そ

れと同じように、在の人たちというのはやはり中心地の人たちに対して、どうしてもひがみ根

性というのは生まれてしまうと思うので、そこをあまり逆撫でしないように、行きたいねと思

ってもらえるような形で、組織作り、そしてビジョンが、形づくられると有り難いのかなと思

います。学校もそうですけども、鶴岡高校を建てるときに、藩主達が反対したらしいですよね。

明治になってから藩校を高校に建てようとしてたのですが、建てようとしていたのに、鶴岡高

校を建てますってなったので、そこで相当ぶつかったらしいです。なぜ反対したのかの理由は

私も全然わからないのですが、逆に言えば、なぜ致道館高校としたのかというのを、生徒にし

っかりと説明できるようにしておくべきだろうと思うので、教育長と今度会った時も話したい

なと思います。以上です。 

 

都市計画課長 

イベント広場のリノベーションの例というのを挙げていますけれども、現在マリカのところ
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に屋根のかかった広場があります。あそこをもう少し明るくできないかとか、銀座通りのＤａ

ｄａの隣にもイベントができる広場がありますが、今はあまり使われてない。こういったとこ

ろを、何か使いたくなる、人が集まりたくなる、そういう広場にリノベーション、簡単に言え

ば模様替えするということ、そういうことができないか、そしてにぎわいづくりができないか

ということを考えています。ただ、先ほどＡ委員がおっしゃった通り、活用する人のイメージ

を持ってやらないと、作ったはいいけど誰も使わなかったというようなことになりかねないの

で、そこは注意して参りたいと思います。 

それから、駐車場の問題もありました。これもおっしゃる通りだと思います。町なかに住ん

でいる人はもちろん歩いて行けるわけですが、少し離れると、やはり近くまで車で行けないこ

とには、そこに足が向かない、不便だということになるわけですから、中心市街地にも一定の

駐車場が必要だと思います。そういうことも考えていきたいと思います。 

 

会長 

はい。他に何かありませんか。 

 

Ｅ委員 

櫛引地域まちづくり未来事業の取組状況についてですが、やすらぎの赤川河畔の話が出てき

ていなかったのですが、これは来年度からここに記載のある事業が始まる予定ということでし

ょうか。 

 

産業建設課長 

資料４の２ページ目の下から４番目に「やすらぎの赤川河畔」の記載がございますが、現在、

工事は下流で行ってまして、櫛引地域の上流の工事については令和７年から３年間を予定して

おります。来年は、具体的に整備計画をまとめるため関係者の方々による話し合いを設けるこ

ととしております。その話し合いを踏まえ、令和７年から９年の３年間で整備していく計画に

なっております。 

 

Ｅ委員 

 わかりました。 

 

Ａ委員 

その赤川ですが、中州の木が凄いですよね。赤川は一級河川なので、それも要求してもらえ

ると有り難いと思います。そうでないと憩いのやすらぎにはならないと思います。また、中洲

にハクビシン等の巣がいっぱいあるんです。そこから渡って、畑に被害があるというのが現実

なんですよ。 

 

会長 

前回、中洲の木を切ってから、１５年以上なってますもんね。 

 

Ａ委員 

そういうところの木を切ると、鳥が住めなくなると反対する人たちがいますよね。赤川の木

を切ろうとした時に、そういう人たちの反対もあったようです。木を切ってしまうと、そこに

いた動物が出てきてしまい、その周辺に被害が出てしまうという話もありました。もし中洲を
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大事にするのであれば、川をもう少し深く掘って、動物が渡れないようにするとか、何か考え

ないといけないと思います。 

 

Ｂ委員 

質問なんですけれども、この多極ネットワーク型まちづくりの図を見させてもらって、私は

８年ぐらい前になりますが、コンパクトシティの会議みたいなものに出席させてもらっていた

ことがあったのですが、そのときにご説明いただいた話だと、旧町村の主要なエリアに、そう

いう拠点を設けて、旧町村毎でそのエリアに機能を集約していくというお話があったと思うの

ですが、そういった考え方でこちらの資料も作られているのかどうかっていうと、もしそうで

あるならば、櫛引エリアの拠点は、一体どこを想定されているのかというのをお伺いしたいと

思います。先ほどの山添高校のお話もありましたけど、あそこは結構良い立地なものですから、

どのようになっていくのかなっていうことも含めてお伺いしたいです。 

 

都市計画課長 

Ｂ委員からは、鶴岡市都市再興基本計画の策定市民懇話会のメンバーとして、議論に参加し

ていただいた経過があります。それで、宮城委員の記憶の通り、この図は、計画の図を引用し

ているものです。今宮城委員がおっしゃってくださったように、鶴岡市の中心市街地の中心拠

点がまずあります。その他に、各地域には各地域の拠点があります。あとは大山なども拠点に

なりうると思います。その拠点は拠点で、ぐっとコンパクトにしつつ、中央もコンパクトにし

つつ、中央には便利な機能がやはり集約されますから、そこには地域の拠点からバスであると

か、道路であるとか、鉄道であるとか、そういったものを整備して行きやすくするというのが、

多極ネットワーク型まちづくりということです。中心だけが栄えればいいということではなく、

中心はもちろん求心力がなければ駄目ですけれども、地域は地域で、地域の核を設けないとい

けない。その場合に、櫛引地域の拠点はどこなのかっていうことなんですが、厳密にこの計画

上、ここからここまでの範囲が地域の拠点ですというような定義はしていませんが、皆様、何

となく誰でも自然に受け入れられるのは、この庁舎周辺が櫛引の拠点であろうと思います。そ

の拠点の中にある、山添高校はどうなのかということですが、今はまだ具体的に決まっていま

せんので、私からは何も申し上げられませんが、大きな遊休地、遊休施設ということでどうに

かするということは、地域の振興になると思います。 

 

総務企画課長 

補足しますと、私が申し上げているのは、今の校舎はくたびれすぎているので、壊した後に

新しいものが必要ならば建てた方が、今後のランニングコストや一生のライフサイクルとして

は、そちらの方が費用対効果としてはいいのではないかという意味で言っているので、山添高

校の敷地はあと使わなくていいという意味で言っているわけではないので、補足させていただ

きます。 

 

会長 

 他にありませんか。 

 

Ａ委員 

発想として、拠点地というと、やはり色々なものが集まったところを拠点として考えがちで

すよね。櫛引の場合、例えば、たらのき代を拠点にしては駄目なのでしょうか。たらのき代を
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拠点にした場合に、ここは通過点になりますよね。通過点でワンストップすれば、そこで人間

はまた行動するという部分で、ラインとしての活用がありますよね。例えば、朝日はなぜ大網

で駄目なのでしょうか。大泉で駄目なのでしょうか。そういう発想も必要ではないかとおもい

ます。 

 

都市計画課長 

この図の中に、いわゆる地域の拠点の外側には、さらに小さな拠点というものもあります。

今上野委員がおっしゃった朝日でいうところの大網、地域の拠点のさらに周辺の小さな拠点と

いうことで、そこはそこで一つの核を作るというふうにやっているところもあります。 

 

Ａ委員 

小さな拠点はやはり小さな拠点で終わってしまうと思うんですよ。大きな拠点はやはり大き

くなっていくから拡大化していくんです。だからその大きな拠点を、こういうイメージ、いわ

ゆる役場があって学校があってとか、そういうのではなく、これからここを拠点にしたらもっ

と広がりそうだよねというところを探すとか。例えば、私はあぐり辺りを拠点にすると良いの

かなと思ったりするんで、そういう色々な捉え方をしてもらえると有り難いです。 

 

都市計画課長 

果樹ということを考えると、やはり１１２号線沿いの辺りになるかと思いますが、そういう

意味では、櫛引にはそばもあったり黒川能もあったり果樹もあったりということで、資源に恵

まれていると思うんです。それは櫛引の強みだと思います。 

 

Ｂ委員 

どちらかというと、櫛引には滞在したり買い物したりするところがあまりないじゃないです

か。なので、拠点がどこかって質問させてもらったのは、ここが大きい拠点、ここが中くらい

の拠点ですよっていうのもあれば、そこの周辺で、今足りない、例えば買い物できるところや

飲食できるところ、滞在できるところや活動できるところとかっていうのを、もう少し集約で

きるのではないかなというふうに思ってたりしてたものですから、市民に向けても、何かわか

りやすい形で、この１２月の時にでも知らせていただけるといいのではないかと思いました。 

 

会長 

他によろしいですか。それでは、懇談の方を終わらせていただきます。どうもありがとうご

ざいました。 

 

総務企画課長 

 会長、議長どうもありがとうございました。また、皆さんからも貴重な意見を頂戴し、大変

ありがとうございました。 

事務局の方では、特にその他は用意しておりませんが、何か皆さんからありますでしょうか。 

本日はいろいろ、初めて見た資料や事前送付しましたが見る時間がなかったとか、いろいろ

あろうかと思いますので、配布しているこの様式でなくてもいいのですが、今日言い足りなか

った部分や、後から思い出したところとか、その他にいろんなこと書いてもらっても結構です

ので、よろしくお願いしたいと思います。また、街づくり未来事業の説明を現在の取組状況と

いうことで説明申し上げましたが、Ｃ委員からももっとお金持ってきてもらいたいという話も
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あった通り、未来事業だとなかなかハードとか道路とか施設などが、それで建てられるもので

はなく、ソフト事業がメインの事業でございますが、こういった事業してお金を持ってきても

らいたいいう、そういう具体的なものがあれば、このその他のところにお書きいただいて、ご

提出いただければと思います。 

それと、今日はこれで終了いたしますが、次回は１１月の下旬から１２月頃を予定しており

ます。今日いただいた意見も踏まえて、今回は素案ですが、次回は最終的な案をお示しできれ

ばいいかなと考えております。 

それでは以上を持ちまして、今年度第２回目の櫛引地域振興懇談会を閉会させていただきま

す。長時間どうもありがとうございました。 

 

                                終了 １６時３０分 


